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大分県教育委員会



大分県において、子どもたちの力と意欲の向上を図るための「芯の通った学校組織」の確立

を目指した学校改革は、学校の組織的課題解決力を着実に高めてきました。

令和２年度からの第３ステージでは、これまで積み重ねた取組をより確かなものとし、「地

域とともにある学校」への転換を図りつつ、学校における働き方改革を達成する学校マネジメ

ントを追求することで、本県教育の将来にわたる持続的・発展的な姿と、本県教育水準の更な

る向上を目指しています。

また、学校マネジメントの取組を持続的・発展的なものとし、新しい学習指導要領が目指す

子どもたちに必要な資質・能力の育成へと繋げるため、「学校評価の４点セット」による検

証・改善を、本県におけるカリキュラム・マネジメントとして取り組んでいます。

本事例集は、第３ステージの初年度の好事例を紹介をしています。第３ステージに変更した

「学校マネジメント４つの観点」 ごとに事例集を作成しています。

ぜひ、それぞれの学校や教育委員会で活用していただきたいと思います。

はじめに

※１

※１学校マネジメント４つの観点
目標達成に向けたマネジメントや組織体制構築のマネジメントに関して、取組の徹底が必要なポイント

（「芯の通った学校組織」推進プラン第３ステージ ４０頁参照）。



子どもと教職員の意欲あふれる学校づくりに向けて「芯の通った学校組織」は第３ステージへ

「芯の通った学校組織」の確立を目指した学校改革は、学校の組織的課題解決力を着実に高めてきました。これまで積み重ねた取組をより確か
なものとし、「地域とともにある学校」への転換を図りつつ学校における働き方改革を達成する学校マネジメントを追求することで、本県教育
の将来にわたる持続的・発展的な姿と、本県教育水準の更なる向上を目指します。〔期間：令和２～４年度〕

 学校マネジメント（組織・目標達成）の取組は浸透し成果に結実

 第１・第２ステージで目指した姿に未到達の部分は取組を継続

１ 学校は変わってきている

２ 環境が変わってきている

 子ども・家庭が抱える問題の複雑化・多様化

 全国的な人材確保難、学校現場の世代交代の加速

 働き方改革関連法の成立、教員の長時間労働が社会問題化

 学習指導要領の改訂（「社会に開かれた教育課程」）

 県内学校におけるコミュニティ・スクール（CS）導入の進展

地域とともにある学校学校における働き方改革

POINT👉 「チーム学校」の取組を継続・発展

✎専門スタッフ等を活用した専門性に基づくチーム体制の構築

✎少数職種がチームで活躍する校内体制の推進と実践的な研修の設定

POINT👉 学校マネジメントの深化（カリキュラム・マネジメントの充実）

学校の目標達成・組織マネジメント、教育課程に基づき組織的・計画的に教
育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメント、教育活動の質の向上や
学校行事の精選など家庭・地域と協働して行う学校における働き方改革を進め
るため、「学校評価の４点セット」の検証・改善を実施。

✎育成を目指す資質・能力と明確に対応した学校の教育目標と重点目標、これ
と連動した達成指標・重点的取組・取組指標の設定、学校内外との共通理解

✎検証結果を教育課程に反映しつつ行う短期及び年度を跨いだPDCAサイクル

✎主任等によるミドル・アップダウン・マネジメントの実践と校務環境の整備

✎管理職の役割は「家庭・地域との協働」を含めたマネジメント

POINT👉 学校における働き方改革の推進

✎「学校評価の４点セット」の重点目標に働き方改革の項目を追加

✎効率的な学校運営に向けた会議の持ち方・校務分掌・行事の見直し

✎組織的な指導・運営による部活動改革及びＩＣＴを活用した業務改善

POINT👉 学校規模に応じた学校マネジメントを検証

✎運営委員会やミドル・アップダウン・マネジメントの実地検証

POINT👉 「地域とともにある学校」への転換（目標協働達成）

✎家庭・地域と、学校の教育目標と「学校評価の４点セット」を共有

✎目標協働達成に向けた学校運営協議会等の活用

✎行事の精選・見直し（学校・家庭・地域の負担軽減、役割分担の見直し）子どもの学びのために、パフォーマンスを最大化

〈小・中学校〉
体力面 >> 全国に誇れる水準まで向上
学力面 >> 全国平均を上回る水準まで向上

教員が子どもと向き合う時間を確保する「学校にお
ける働き方改革」の推進が必要

学校と家庭・地域が目標を共有し、目標達成に向けて
協働する「地域とともにある学校」への転換が必要

目指す姿に向かう取組の徹底・方法の改善が必要

３ 第３ステージの方向性

概要版



学校マネジメント
４つの観点

具体的な取組
プラン冊子
版記載箇所

教育事務所

中津 別府 大分 佐伯 竹田 日田

観点Ⅰ
資質・能力の３つの柱を踏まえた教育目標、
重点目標等を全教職員で共有する工夫

P．１３
L２７～

事例①
市浜小

育てたい子ども像の可視化
P．１２
L２７～

事例②
豊洋小

観点Ⅱ

児童の成長に応じた着実な検証・改善を行
う学年部による『ワイガヤ』の取組

P．１４
L２～

事例③
南部小

全体とチームとの往還をつくり出す検証・
改善の工夫

P．１４
L６～

事例④
宇目緑豊中

学校の教育目標の達成に向けた，短期の検
証・改善による授業改善の工夫

P．１４
L２８～

事例⑤
明治小

観点Ⅲ

主任等が効果的に機能する学校運営体制
P．１５
L１５～

事例⑥
千歳中

学年や教科の枠を越えた組織マネジメント
の推進

P．１５
L１８～

事例⑦
北部中

小規模校における主任制度の充実と運営委
員会の効果的な実施

P．１５
L２３～

事例⑧
佐志生小

ICTの活用による業務の改善
P．１５
L３１～

事例⑨
緒方小

学校における
働き方改革

ICTを活用した効率的な授業技術の共通理
解と若手育成のしくみづくり

P．３２
L３～

事例⑩
挾間小

観点Ⅳ

家庭との「個人カルテ」共有と地域と連携
した教育課程で目標協働達成

P．１6
L7～

事例⑪
津民小

「育成を目指す資質・能力」をもとにビ
ジョンとエビデンスを地域と共有

P．16
L14～

事例⑫
臼杵小

地域人材・地域素材を活用した交流（目標
協働達成）

P．１６
L１９～

事例⑬
大内小

保護者が主体になる家学（うちがく）のス
スメ

P．１６
L１９～

事例⑭
朝日小

目次（取組事例掲載一覧表） ※各学校の児童生徒数、学級数及び取組内容は、令和3年3月時点のものです。

「学校の教育目標、重点
目標等の設定・共有」

「ＰＤＣＡサイクル」

「組織マネジメント」

「目標協働達成」



〈観点Ⅰ〉 学校の教育目標、重点
目標等の設定・共有

プラン冊子（Ｐ１２～P１３）
○育成を目指す資質・能力
⇒地域の方から見ても明確なものに

設定
○重点目標、重点的取組及び指標の設定
⇒重点目標達成に近付く各教職員の取組

や子どもの姿に現れるもの
○「学校評価の４点セット」の策定プロ

セス
⇒全教職員が関与して見直し

〈観点Ⅲ〉主任等が効果的に機
能する学校運営体制

プラン冊子（Ｐ１４～P１６）
○主任等の活用
○学校における働き方改革の推進
⇒学校運営を効果的・効率的に

行うための業務改善の必要性
○①専門性発揮のための必要体制

整備
②教職員と専門スタッフに必要

十分な情報共有の日常化

〈観点Ⅳ〉 学校・家庭・地域に
よる目標の協働達成

プラン冊子（Ｐ１６～P１７）
○学校・家庭・地域の代表者との

取組内容の共有・熟議
○全体的な負担軽減・働き方改革

の推進
○学校・家庭・地域の役割分担の

見直し

「『芯の通った学校組織』推進プラン第３ステージ」（令和２年３月）以下、プラン冊子

観点ごとのポイントと留意すべき事項

〈観点Ⅱ〉短期及び年度を跨いだ
検証・改善の実施

プラン冊子（Ｐ１４）
○校内の検証・改善サイクルと学校運営協議

会等の時期・テーマを連動させる。
○効果的・効率的な検証・改善にむけて
⇒短期の検証・改善を行う際の視点の整理
○検証・改善結果を教育課程の改善に反映
⇒年度内中の教育課程の編成や翌年度の

「４点セット」案の策定に活かす

第３ステージの方向性 学校における働き方改革 × 地域とともにある学校



知識･技能の習得

思考力･判断力･表現力等の育成

学びに向かう力、人間性等の涵養

働き方改革の推進

育

成

を

目

指

す

資

質

・

能

力

三

つ
の
柱

観点Ⅰ〔学校の教育目標、重点目標の設定・共有〕のポイント

【観点Ⅰ 取組のポイント①】
◎第３ステージの基本的な考え方
１．学校の教育目標で育成を目指す資質・能力につ

いては、学校運営委員会等で熟議を行い、適時、
見直します。

２．その年度の重点目標については、育成を目指す
資質・能力の三つの柱で設定します。

３．検証・改善は、重点目標ごとに行います。

【観点Ⅰ 取組のポイント②】
○学校が抱える課題や目指す目標、取組の方向性を全教職員が共通理解し、教職員間の目指す方向性を揃え

ましょう。そこで大切になるのは、策定プロセスの見直しです。管理職の下、主任等を中心にそれぞれの
重点目標の達成に関わる全教職員が関与するような工夫を行うことが求められています。

《達成指標》
・重点目標が目指している成果を把握するための指標です。児童生徒の変容が反映された姿

として設定しましょう。
・取組指標になっていたり、重なっていたりしないように留意しましょう。
・できるだけ学力テスト等客観的データを用いて数値化し、検証可能な指標に設定しましょう。

《重点的取組》
・重点目標達成につながる具体的な取組内容のことです。

※指導場面を具体的に示し、簡潔に記載します。

《取組指標》
・重点的取組をより具体化した内容です。
「誰が、何を、どのぐらいの頻度で」を記載します。

育成を目指す資質・能力

関
連
を
図
り
ま
す

《育成を目指す資質・能力》
・各学校で特に育成を目指す教科横断的に各教科等の基盤となる

資質・能力を１～２程度示します。

《重点目標》
学習指導要領、県、市町村の重点方針等
を踏まえて、学校の教育目標の達成に向
けた真に重点的なものに設定します。

◎学力向上、体力向上、いじめ・不登校等対策の側面につい
ても、育成を目指す資質・能力の三つの柱のうちの重点をお
くものを示します。



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅰ】 「学校教育目標、重点目標等の設定・共有」

取組実践校：臼杵市立市浜小学校 （児童数４３７名 １８学級）
「資質・能力の３つの柱を踏まえた教育目標、重点目標等を全教職員で共有する工夫」

具体的な取組①

具体的な取組②-1 具体的な取組②-2

①データ分析や課題の整理を全員で組織的に行っている。
②教職員間のベクトルを目標管理面談等を活用して揃えている。

国や県調査等の客観的な
データを使って児童の実
態を明らかにする。

目標管理面談の活用

３つの資質・能力で整理
し、重点目標等に反映

ⅰ)新学習指導要領で求められてい
る知識・技能（特に活用できる
概念にしていく）､学びに向か
う力（特にメタ認知に関するも
の）の現状を分析するための
データの検討。

ⅱ)出された課題を、「重要度」と
「難易度」で収束させていく。

マトリックス表で整理・分析する

○年3回の内、1回目は重点目標ご
とのプロジェクトチームメンバー
での集団面談。

【メリット】
３つの重点目標を達成するために、
組織（市浜小学校）の一員として、
何をしなければならないかを理解さ
せることができる。

今後に向けて

「逆 報・連・相」を大切にした密度の濃い共有

1. 校長⇔教頭⇔主幹教諭で相談
Step 1 校長がやってみせる。

Step 2 管理職と主幹教諭が語りこむ。

Step 3 主幹教諭がやってみる。

Step 4 取組への評価を行う。

Step 5 主体的にミドルリーダーが、学校評価の4点セットの作成等を行う。

2. 主幹教諭→各主任に相談→プロジェクトチームで検証・協議
各主任は質問されることで現状把握が深まり役割も意識する。
職員はプロジェクトチーム会議を通して理解が深まる。

相互の｢逆 報・連・相｣ で共有化

その結果、ミドルリーダーが主体的に
判断し役割と責任を果たそうとする姿
が見られるようになった。

事例①

※学校運営協議会設置校



「学校評価の４点セット」を知・徳・体の育てたい子ども像で表し、資質・
能力ベースで捉え直して、学年末のゴールイメージに近付く過程を具体的な
子どもの姿（写真）で掲示。子ども、保護者、地域の方が見て、共有できる。

○数値目標に加え、成長を表した写真、進捗状況の可視化
○３月のゴールイメージを階段踊り場に掲示

１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅰ】 「重点目標と進捗状況を教員・子ども・保護者・地域で常時共有」

取組実践校：杵築市立豊洋小学校（児童数５６名 ６学級）
「育てたい子ども像の可視化」

○教員の意識した取組につなげる
ため、職員室に「お知らせ掲示
板」を設置

全職員で指導内容の常時共有

具体的な取組①

具体的な取組②

事例②

「知・徳・体」のそれぞれを資質・能力の
３つの柱で捉え、バランスを図っている

※学校運営協議会設置校

ゴールとプロセスの視覚化

各分掌と子ども像の関連



３
学
期

１
学
期

２
学
期

３
学
期

教育課程
重点的取組
取組指標

反映検証 改善改善

反映検証 改善改善

反映検証 改善改善

重点目標
達成指標

連動 反映 修 正設定
新年度の状況を踏
まえ設定

学校運営協議会の熟議内容
（年３～６回開催する場合）

［３学期（２～３月）］
 １年間の取組の総括、検証・

改善等
 育成を目指す子ども像と資質･

能力
 次年度の｢学校評価の４点セッ

ト｣案
 次年度の年間活動計画案（行事

等の精選･見直し、役割分担の
見直し含む）

［１学期（４～５月）］
 育成を目指す子ども像と資質･能

力の確認
 ｢学校評価の４点セット｣
 年間活動計画･活動内容
 各取組の進捗管理、検証･改善

［夏期、２学期（７～１２月）］
 各取組の進捗管理、検証･改善

連動 反映
年度の総括、次年度
の教育課程を作成

年度の総括、次年度
の取組を整理

年度の総括、次年度
の目標等を整理

次年度の「学校評価の４点セット」案の作成

連動 反映
年度の総括、次年度
の教育課程を作成

年度の総括、次年度
の取組を整理

年度の総括、次年度
の目標等を整理

次年度の「学校評価の４点セット」案の作成

観点Ⅱ〔短期及び年度を跨いだ検証・改善の実施〕のポイント 冊子版P４１より抜粋

【観点Ⅱ 取組のポイント①】
家庭・地域と協働して、年度を
跨ぐ持続的・発展的な教育活動
の質の向上に向けて、以下のこ
とに取組むことが必要です。

○校内の検証・改善サイクルと
学校運営協議会の開催時期・
熟議内容の連動

○１年間の検証・改善の成果・
課題を基にした次年度の教
育課程編成への取組の反映
（カリキュラム・マネジメン
ト）

○次年度「学校評価の４点セッ
ト」案を年度末までの策定

はい いいえ

取組（重点的取組・取組指標）が達成できた

目標（達成指標）が達成できた

○より高い目標を
設定しましょう

○より効果的・効
率的な取組に見
直しましょう

適切な目標、
取組設定

○取組を継続する場合は、
取組を徹底し、改善方
策も検討しましょう

○児童生徒の実態を把握
し課題を整理し、目標
と取組の見直しを検討
しましょう

実態把握に
問題あり

○目標が達成され
た要因を分析し
ましょう

○より高い目標を
設定し、取組の
見直しを検討し
ましょう

目標設定に
問題あり

○目標に対する取組の
有効性・妥当性を検
証しましょう

○取組の見直しを検討
し、取組を継続する
場合は取組の改善方
策を検討しましょう

取組設定に
問題がある場合

教育課程の改善（カリキュラム・マネジメントの充実）

検証・改善の流れ

目標（達成指標）が達成できなかった

【観点Ⅱ 取組のポイント②】
重点的取組、・取組指標をより有効かつ妥当な取組への改
善に向けて以下のことに取り組むことが必要です。

○学習指導要領解説、全国学力・学習状況調査の結果・解
説等の各種調査、全国的な先進事例、校内研究等のエビ
デンスの確保

○児童生徒・保護者等を対象としたアンケート調査、テス
ト結果等の短期の検証・改善を行う際の視点の整理



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅱ】 「カリキュラム・マネジメントの充実に向けた検証・改善結果の教育課程への反映」

取組実践校：中津市立南部小学校（児童数133名 ８学級）
「児童の成長に応じた着実な検証・改善を行う学年部による『ワイガヤ』の取組」

①セルフチェックを毎週行い、学校行事等の相関関係から次年度の教育課程の改善に活用している。
②「取組状況の確認」、「検証」及び「改善方策」を学年部による『ワイガヤ』で行うことで人材育成に生かしている。

板書写真から「考
えるための技法」
の活用方法を模
索する高学年部

主体的な「課題設
定」の仕方を協議
する中学年部

「学習リーダー」の
導入時期を検討す
る低学年部

児童の発達段階や実態に応じて、「4点セット」の検証・改善を協議

事例③

具体的な取組① セルフチェックの実施と継続性や行事等との関連を教務主任が把握

具体的な取組② 学年部で「確認・検
証・改善」を協議



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅱ】 「短期及び年度を跨いだ検証・改善の実施」

取組実践校：佐伯市立宇目緑豊中学校（生徒数60名 3学級）

具体的な取組①

◇年度当初に，検証・改善に係る予定を確認し，チーム
リーダーを中心に，全教職員で見通しを共有
・年間５回の検証・改善時期を年間・行事予定に位置付け，全員で

早めに確認

・学校運営協議会の開催時期との連動を意識した時期を設定

具体的な取組② 検証するための様式を工夫

①年間を見通した，全体とチームの往還による検証・改善の実施
②達成状況確認の方法の具体を予め共有することによる確実な検証の実現

「全体とチームとの往還をつくり出す検証・改善の工夫」

・若手を含む全教職員が見通しを持つことで，チームリー

ダーが中心となって，主体的に検証・改善を進めること

が可能

◎取組①・②により，いつ，誰が，何をするの
かが明確に。

全体・チームの往還による検証・改善

※管理職・教務主任が指導・助言し，必要に
応じて，チームで再検討

全体

チーム

全体

全体

チーム

各チームで確認した達成状況・取組状況等を
もとに各チームの検証・改善の視点を全体で
確認

各チームで，「検証・改善プロセス」に沿って
検証し，改善方策を検討

各リーダーが取りまとめた検証内容や改善方
策について全体で協議し，改善方策を確定

教務主任が新しい４点セットに取りまとめ，全体
で共通理解し，取組へ

年間の見通しを共有

◇達成状況確認
の具体を予め
設定

事例④

※学校運営協議会設置校



１．学校マネジメントの深化 【観点Ⅱ】 「短期及び年度を跨いだ検証・改善の実施」

取組実践校：佐伯市立明治小学校（児童数173名 ７学級）

②１学期末の検証・改善
□全員で目指す力と授業のつながりを再確認
□児童の変容・現状と取組の効果・課題，解決方途を協議
※児童の変容や取組状況を見える化し，学校内外で共有

■「学びの主体性」を高めるために，取組を授業の「課題の
在り方」に焦点化

①Ｒ1・４月当初
・学校の教育目標と目指す授業像を共有
「新大分スタンダード」（めあて・課題・ひとり学び・交流・まと
め・振り返り）の徹底を確認

○ 年間を通じたPDCAサイクルを土台に小さいサイクルと個人・相互チェックの仕組みを構築
○ 個々が取り組む授業改善の内容を具体化・焦点化
○ 教科等横断的な学習の充実

③２学期末の検証・改善
□授業改善の進展と児童の変容・現状を重ねて分析
□次の課題や解決に向けた取組の焦点について協議
※児童の変容や取組状況を見える化し，学校内外で共有

■「考え，伝え合う」姿を高めるために，取組を「板書の構
造化」に焦点化

④３学期の検証・改善
・３学期取組と合わせ，年間取組の効果と課題を児童の
変容・現状を基に分析

CHECK

DO

PLAN

⑤次年度に目指す姿・解決する課題，授業改善の重点等を
協議
Ｒ２の目指す姿は①を継承し，「思考・判断・表現（書くこと）」
の力を高める方向へ
・国語科と生活科・総合的な学習の時間の関連を注視
・単元配列表の活用，「書いて表現すること」 を重視
・次年度向けプランに反映

「学校の教育目標の達成に向けた，短期の検証・改善による授業改善の工夫」

①

◇個人・相互で週・月ごとに取組チェックできるツールの使用
・「授業改善ルーブリック」の項目を更新

◇授業で使った「課題」を職員室内に掲示し，共有・交流

◇個人・相互で週・月ごとに取組チェックできるツールの使用
・「授業改善ルーブリック」の項目を再度更新

◇研修等で板書写真を交流

◇個人・相互で週・月ごとに取組チェックできるツールの使用
・「授業改善ルーブリック」の結果を集計・交流

CHECK

ACTION

ACTION

②

④

⑤
③

DO

CHECK

ACTION

DO

DO

事例⑤

※学校運営協議会設置校



管 理 職

教務主任を中心とした各主任等

※主任等の連携・協議

各分掌の取り組む方向性を

共通理解し、整理･補完しあう

教職員(担任･係)

具体的な取組内
容を提案する。

学校運営方針
や活動の方向
性を指導する。

運営委員会

情報を収集し、
学校運営方針に
基づいた様々な
考えを出す。

学校運営方針や
活動の具体的な
方向性を周知徹
底するとともに
指導・助言を行
う。

分掌会議

保
護
者
・
地
域
住
民
等承認・意見・評価

協働
現状や課題の共有

目標やビジョンの共有
協働

検証・改善

学
校
運
営
協
議
会
等

観点Ⅲ〔主任等が効果的に機能する学校運営体制〕のポイント 冊子版P４２より抜粋

【観点Ⅲ 取組のポイント①】
重点目標の達成に向けた「検証・改善

体制」の中で、以下の役割と責任が主任
等によって果たされているかを確かめる
必要があります。

・運営委員会での具体的な取組の提案

・教職員に対する校長の運営方針の周知、
取組の進捗管理等での指導・助言

・他の学年・分掌主任等との連携・協議

等

検証・改善体制

【観点Ⅲ 取組のポイント②】
日常的な情報共有が十分に行われるために、以下のことに取り組むことが必要です。

○養護教諭・栄養教諭、学校事務職員等の少数職種の教職員、ＳＣ・ＳＳＷや部活動指導員等の専門スタッ
フ等がその専門性を発揮するための必要な体制づくり

○福祉・医療・警察等の関係機関との連携強化のため、各種校内委員会やケース会議に少数職種の教職員や
専門スタッフが定期的に参加できる体制づくり

※その際、関係者間で時間を合わせることができない間の情報共有の方法を工夫するなど、教職員と専門ス
タッフの相互にとって必要十分な情報を日常的に共有する環境を整えておくことも大切です。



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅲ】 「主任等が効果的に機能する学校運営体制」

取組実践校：豊後大野市立千歳中学校(生徒数３９名 ３学級)

「
生
徒
会
目
標
」

具体的な取組②

「分掌経営案」
学校評価の
４点セット

「学年経営案」
学年経営の
４点セット

「教科経営案」
教科経営の
４点セット

連動

・全教職員が作成にかかわる

３つの「４点セット」
→全教職員による

「主体的な学校経営」

具体的な取組①

学校の教育目標

目標管理シート
「４点セット
目標管理評価シート」

・各主任が管理職と
各職員の目標を共有

→同じベクトルの

「効果的な指導・助言」

◇個人の目標と連動

・全職員（臨時職員も含む）が、
分掌経営・学年経営・教科経営
の４点セットと連動するように目標
管理シートを作成

◇「４点セット目標管理
評価シート」

・全職員の目標管理シート内容をまとめ
一覧にしたもの
・管理職と各主任で把握し共通理解

◇「分掌経営案」
｢学年経営案」
「教科経営案」

・３つの「経営案」を４点
セット化 → 連動
・全教職員が関わりながら
作成 → PDCA

全教職員による学校経営参画
取組① 『 分掌経営案・学年経営案・教科経営案』を４点セット化することで、連動させる。
取組② 目標管理シートの共有 ⇒ 管理職・主要主任が同じベクトルで指導・助言

事例⑥

※学校運営協議会設置校

⇒効果として、学校目標、学年目標、個人の目標に一貫性を保持することができている。



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅲ】 「主任が効果的に機能する学校運営体制」

教務主任と部会主任を中心とした取組

①４点セットの策定及び
進捗管理、検証・改善

②若手教員の人材育成

３部会（知育・徳育・体育）
が持ち回りでＯＪＴを
計画・実施
（毎月第２月曜日）

※部活動をカットし、
研修の時間を生み出す。

研究主任と教科部長を
中心とした取組

学年や教科の枠を
越えた授業改善

○数学（毎週水曜４限）
○英語（毎週金曜４限）
○合同部会（２名以下の教科

担当が協働し、板書の見合い
等を実施、毎月第２水曜日）

学年主任を
中心とした取組

クラス教科担当者による
学年の枠を越えた学級経営

○授業に入る全クラスに
ついての情報共有や
学習や生徒指導に係る相談
（１クラスにつき学期１回以上）

○「学校評価の４点セット」の策定及び取組の進捗管理、検証・改善、授業改善、生徒の指導、若手教員の
人材育成等を、学年や教科の枠を越えた組織で推進している。

○運営委員会の定期的な位置付け（毎月第３水曜日は、検証会議の実施）

（研修の一例）体育部実施
「ストレス・マネジメント研修」

学校評価の４点セット

知育部
4点ｾｯﾄ

徳育部
4点ｾｯﾄ

体育部
4点ｾｯﾄ

学校評価の４点セット
（２学期版）

知育部
検証・改善

徳育部
検証・改善

体育部
検証・改善

取組の整理・統合

※検証会議を毎月第３水曜日実施。
※分析結果や改善内容等を記録に

残す。

３月

４月

７月

取組実践校：日田市立北部中学校 （生徒数２６０名 １０学級）
「学年や教科の枠を越えた組織マネジメントの推進」

事例⑦

※学校運営協議会設置校



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅲ】 「主任が効果的に機能する学校運営体制」

取組実践校：臼杵市立佐志生小学校 （児童数２４名 ４学級）
「小規模校における主任制度の充実と運営委員会の効果的な実施」

具体的な取組①

具体的な取組②

①小規模校だからこそ、主任制度の充実を目指して「教務主任」の役割と責任を重要視している
②組織的に学校運営をするため、会議に合わせて場の工夫をしている

メンバーと内容で場所を変えて意識改革
会 議 参加者 内 容 場 所

運営委員会 管理職、教務 課題解決の進捗管理 校長室

部会・検証会議 管理職、教員 進捗管理、今後の方向性 校長室

職員会議 全職員 連絡・全体共有事項 職員室

ⅰ)校長の役割
○各主任にミッションを与える。
○チームをリードする人材を「教務主任」に任命
○教務主任は1学年担任（全員担任、時数を考慮）
○「教務主任」に対し、ＯＪＴを実践し、課題

解決への取組を確実に進める。

ⅱ)教頭の役割
○4点セットや各種プランの連動を点検させる。
○学校の1年間の行事等の予定を、時間軸と空間軸で捉え

させ見通しを持たせる。
○不明な点を質問 ⇒ 対話が生まれる

ビジョン、ミッション

見通し、フォロー

カウンセリングマイ
ンド的な関わり

部会・検証会議と職員会議の参加
者は大きく変わらないが、あえて
場所を変えて、会議の意義や主旨
を意識させる。

管理職による指導・支援を踏まえた役割と責任

運営委員会の効果的な実施

事例⑧

※学校運営協議会設置校

ⅲ)教務主任の役割と責任
○進捗管理

・「４点セット」と「各種プラン」の進捗管理
・教育課程の検証、作成の指導

○教職員に対する指導・助言
・学力向上対策に係る指導

（「めあて｣｢振り返り｣を月１回進行管理）

・率先した授業改善の提案

○分掌主任等との連携
・研究主任と連携し、学校課題解決に向けた取組を

推進



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅲ】 「ICTの活用による業務の改善」

取組実践校：豊後大野市立緒方小学校（児童数１２1名 ７学級）

具体的な取組①

◎校務用PC起動 ⇒「掲示板」起動
必ず全職員が確認！

◎会議の議題を事前に共有

I. 職朝を廃止
⇒ 時間の有効利用

II. 文字情報のためいつでも確認
⇒ 聞き間違い・聞き漏らし等なし

具体的な取組②

校務支援ソフトの効果的活用 ⇒ 取組① 情報共有と会議時間短縮
取組② 最新の児童情報の共有

◎校務支援システム 「生活・記録」の活用

I. 担当者名（A～J）の明示で責任の明確化
II. 見通しを持って早めの提案準備
III.必要ファイルにリンクをつけ、ダウンロード可
IV.過去にもさかのぼり、前年度の内容を閲覧・
参考にすることも可

I. 生徒指導の記録を指導者が逐次入力
II. 全職員がいつでも共有することが可能
III.蓄積されたものについても随時閲覧が可能
IV.日々の様子については、中学校へ引き継ぎ可能

事例⑨

※学校運営協議会設置校



１．学校マネジメントの深化 【観点Ⅲ】 【学校における働き方改革の推進】

○自校の授業技術に関する動画を撮影し、年度はじめの校内研修で共通理解を図っている。
・異動して間もない教職員だけでなく、若手教員のスキルアップの大きなヒントとなっている。
・取り入れたい授業技術ごとにコンパクトに編集することで、短時間に効率よく学ぶことができる。

取組実践校：由布市立挾間小学校（児童数５８４名 ２２学級）
「ICTを活用した効率的な授業技術の共通理解と若手育成のしくみづくり」

Chapter１《授業のけじめ》３０秒×３名

・授業の「はじめ」と「おわり」
・意識の切り替え

Chapter２《注意の仕方とほめ言葉》４０秒×２名

・その瞬間を捉えた
適切な子どもへの
声かけ

Chapter３《机間支援、個に応じた支援》４５秒×３名

・座席表の活用
⇒子どもの事実の記録

方法
・一人ひとりに応じた

声かけ

具体的な取組 授業動画を活用し、コンパクトにポイントを共有する校内研修の実践

Chapter４《特別な教育的支援を必要とする子どもとのかかわり》

・子どもの困りに応じた対応 ６０秒×１名

・状況に応じた子どもとの
関わり

Chapter５《黒板はみんなの考えが集まる場》 ５５秒×１名

・協働的な学びの場づくり

○学習規律を定着させるための声かけ、視線、ポイント
が動画を見てつかめるので、若い先生の授業技術の向
上につながった。

○学級担任をしていると他の先生の指導を見ることは難
しいが、動画を通して学ぶことができるので、分かり
やすく、見直すこともできるので、とてもありがたい。

○若手の教員にとって、特別ではなく日頃から取り入れ
たい指導や学級経営の在り方を学べる機会となり、す
ぐに真似できるものばかりだった。

○自分の引き出しを増やせた良い機会となった。

動画視聴後の教員の感想や振り返り

事例⑩

※学校運営協議会設置校



目標協働達成に向けたチームとしての学校運営協議会

組織図（例）

年間スケジュール（例）

家庭 学校 地域

３
学
期

１
学
期

ＰＴＡ役員会
１年間の取組の検証・総括

運営委員会
１年間の取組の検証・総括

自治会役員会等
１年間の取組の検証・総括

ＰＴＡ役員会
１学期の取組の検証・総括

運営委員会
１学期の取組の検証・総括

自治会役員会等
１学期の取組の検証・総括

学校運営協議会〈２～３月〉

◆１年間の取組の検証・総括 ◆育成を目指す子ども像と資質・能力
◆次年度の年間活動計画案（行事等の精選・見直し、役割分担の見直し含む）
◆次年度の「学校評価の４点セット」案

熟議
内容

学校運営協議会〈４～５月〉

◆育成を目指す子ども像と資質･能力の確認 ◆｢学校評価の４点セット｣の確認・修正
◆年間活動計画･活動内容の確認・修正 ◆各取組の進捗管理、検証･改善

熟議
内容

ＰＴＡ役員会
新体制で重点的取組を確認

運営委員会
新体制で重点的取組を確認

自治会役員会等
新体制で重点的取組を確認

学校運営協議会〈７～８月〉

◆各取組の進捗管理、検証・改善
熟議
内容

※学校運営協議会を年間３～６回開催する場合

〈学校公開・授業参観〉学級懇談等の場において各家庭での取組や
目標の達成状況、学級独自の課題について検証し取組を検討。

各家庭への周知
取組の実践

地域への周知
取組の実践

取組の実践連絡・調整 連絡・調整

２学期も「学校運営協議会 → 周知・実践 → 各組織内での検証・総括 → 学校運営協議会」のサイクルを継続していきます。

【観点Ⅳ 取組のポイント①】
○焦点化・重点化した熟議等に向けて、学校

運営協議会内には必要に応じて、重点目標
毎の推進部会を設置することが大切です。

○取組をより実効性のあるものとするために、
地域学校協働活動推進員等をチームに参画
させて「協育」ネットワークも活用しなが
ら、ボランティアの組織を構築することも
重要になってきます。

学校、家庭、地域の担当者

環境整備部
学校、家庭、地域の担当者

地域連携部
学校、家庭、地域の担当者

学習支援部

学校運営協議会

学校の重点目標

【活動内容】
○登下校の見守り
○挨拶運動
○花壇の花植 他

環境整備部ボランティア

【活動内容】
〇生活科・総合的な学習の時

間の企画・運営
〇児童の地区行事参加 他

地域連携部ボランティア

【活動内容】
○学習サポーター等の学習補助
○放課後・土曜チャレンジ教室

の企画・運営 他

学習支援部ボランティア

観点Ⅳ〔学校・家庭・地域による目標の協働達成〕のポイント 冊子版P４４より抜粋

【観点Ⅳ 取組のポイント②】

○校内の検証・改善サイクルと学校運営協議会
の開催時期・熟議内容の連動と年度末までの
「学校評価の４点セット」案の策定が大切に
なります。

○家庭や地域全体の取組として展開していくた
めには、家庭や地域の各組織内で、積極的な
周知と徹底の働きかけを行うことも重要とな
ります。



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅳ】 「学校・家庭・地域による目標の協働達成」

取組実践校：中津市立津民小学校（児童数５名 ３学級）
「家庭との『個人カルテ』共有と地域と連携した教育課程で目標協働達成」

具体的な取組①

①一人ひとりの児童の成長や支援を職員・家族で共有できる「短期、中期・長期」の「個人カルテ」を活用している。
②地域と連携した教育課程を編成し、児童が「言語能力」の大切さや伸びを実感することができる。

中・長期用児童の学校
における成長
の様子を
家庭と共有

「学校での支援」と
「家庭への支援」を
学校・家庭で共有し、
『子ども中心』の目標
協働達成を推進

つまずきがある場合は「振り返りマップ」活用

カルテ記入が負担とな
らないよう「加筆・修正」
を基本とする

短期用

単元を通した
P：個に応じた「目標設定」
D：「手立て」や「授業の記録」
C：単元テスト等で確認
A：課題から次期「手立て」へ

子どもの姿から単元を構想
自分の課題
に応じたプリ
ントを選択

運動会での発表

ふるさとまつり
での発表

「言語能力」の大切さや伸びを実感する
地域と連携した教育課程を編成

事例⑪

教職員が入れ替わっても「子ども中心」の持続的・発展的な取組！

具体的な取組②



１．学校マネジメントの深化 【観点Ⅳ】

○学校評価の４点セットを学校・家庭・地域の共有アイテムとして最大限活用
・PTA役員会 ・学校運営協議会 ・臼杵中央地区振興協議会 ・区長会 ・地域の関係協力団体

⇒育成すべき資質・能力をもとに目指す子ども像、学校像とエビデンスを明示し、役割を共有

取組実践校：臼杵市立臼杵小学校（児童数２６６名 １３学級）
「育成を目指す資質・能力」をもとにビジョンとエビデンスを地域と共有

「ふれあい・体験・コミュ二ティ」活動の全体組織図

臼杵小学校

運営協議会

中央地区振興協議会

上浦地区区長会

深江地区区長会

連携・協働

PTA 総務部・専門部

ふれあい活動

学び・体験活動

学校支援活動

地域の関係協力団体

具体的な取組①
共有アイテムとしての４点セットの活用

◎各種会議での共有アイテムとして「学校評価の４点
セット」を最大限に活用している。成果として、目指
すゴールと役割が明確になっている。

○ビジョンと
エビデンスの共有

○家庭・地域の役割の明確化
○主語を「家庭は～」、「地域は～」とすることに

よる当事者意識の高まり
支
援

協
力

連
携

具体的な取組②

PTAの役割の見直しと取組の精選
ⅰ）PTA学級懇談会（9月、12月分をカット）

ⅱ）防災スタンプラリーと
避難訓練の同日開催

ⅲ）読書習慣の確立と家庭
の参画という視点から
読み聞かせ活動（ボラ
ンティア）の実施

年６回
（～R1）

年４回
（R２）

前年比１／３の削減

○各種活動や学級の様子は、紙面にて報告。
授業参観は、別時期にある学校公開日を
積極的に活用

具体的な取組③

活動をＰＴＡから地域に移管
○「防災Dayキャンプ」

PTA父親部会から地域振興協議会
へ主催者を移管し、「地域の行事」
として開催

事例⑫

地域連携担当教員

協育コーディネー
ター（地域学校協働
活動推進員）

「ふれあい・体験・コミュ二ティ」活動

※学校運営協議会設置校



地 域
（学校運営協議会）

環境安全支援部
登校時に交通指導を行うと共に、児童に対し挨拶やあたた
かい声かけを行う。

学習支援部
月曜日に読み聞かせを行う。各学年の学習にボランティア
やゲストティーチャーを紹介したり参加したりする。

○「学校評価の４点セット」の
家庭・地域の評価を保護者・学
校運営協議会委員が主体的に行
い、当事者意識を持って学校教
育に参画

環境安全支援部 評価S
・毎朝交通指導を行い、一人一人に挨拶や
声かけを行った。また、児童の通学路の草刈りを行った。

学習支援部 評価A

・学習に沿った地域の情報や人材を学校に紹介し、連絡・調整を行っ
た。実施予定の「動物とのふれあい」では自治協議会と連携し、児
童がより多くの動物に出会えて楽しめるように計画できた。感染防
止のため、読み聞かせは中止している。

１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅳ】 「地域人材・地域素材を生かした交流（目標協働達成）」

取組実践校：杵築市立大内小学校（児童数８８名 ７学級）
「地域が主体となる学校評価」

具体的な取組

家庭・地域が交流
する年間計画

「学校評価の４点セット」
の地域の取組

学校運営協議会組織（地域）

環境安全
支援部

学習支援部

事例⑬

※学校運営協議会設置校

計 画

評 価



１．学校マネジメントの深化
【観点Ⅳ】 「学校・家庭・地域による目標の協働達成」

取組実践校：日田市立朝日小学校 （児童数120名 ７学級）
「保護者が主体になる家学（うちがく）のススメ 」

○ 目標の達成に向けて、保護者が主体的に取組を進めている。

１学期のコース（14日間の取組の一例）
必須コース（例）

全校共通で「21時以降、インターネットを使用しない」
選択コース（例）

ＰＴＡ通信「家学だより」

ＰＴＡ
・取組内容の決定
・取組カードの作成
・依頼文（通信）の作成

学校
・印刷
・配布

ＰＴＡ
・結果の集約と分析
・学校と家庭へのフィードバック
・次回の取組内容の決定

家庭
・取組
・取組カード

への記入

学校
・回収

知コース

Ａ 鉛筆・箸の持ち方
Ｂ ゲームの時間
Ｃ 親子で読書タイム
Ｄ 帰宅後すぐ宿題
Ｅ 親が宿題の丸付け
Ｆ 自由（ ）

徳コース

Ａ 家の手伝い
Ｂ 親子でお風呂
Ｃ 親子で日記
Ｄ 言葉づかい
Ｅ 学校の前日準備
Ｆ 自由（ ）

体コース

Ａ 親子で散歩
Ｂ 親子で外遊び
Ｃ 親子でｻｲｸﾘﾝｸﾞ
Ｄ 親子で柔軟体操
Ｅ 腹筋の回数比べ
Ｆ 自由（ ）

学校と家庭の役割分担が明確。

事例⑭

※学校運営協議会設置校


